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テ マ１テーマ１

責任ある情報を公表するための
職員の役割
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テーマ１：責任ある情報を公表するための職員の役割(1)

情報を公表する意義、目的情報を公表する意義、目的

• 社会的責任

社会的に有益である人材の育成

地域貢献地域貢献

学術成果の社会的還元果

• 大学の質的向上

選ばれる大学になるために選ばれる大学になるために
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テーマ１：責任ある情報を公表するための職員の役割(2)

情報公表の現状情報公表の現状

• HP(ホームページ)、広告的

• 内容の過不足、写真や細分化による”分かり
易さ”（可視化）易さ （可視化）

• 最新の情報を公開出来ていない

対象者別に公開

• 何が学べるか (学生のニ ズにマッチしていない)• 何が学べるか (学生のニーズにマッチしていない)

学生生活・サークル・就職情報…etc
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テーマ１：責任ある情報を公表するための職員の役割(3)

教育情報の作られかた教育情報の作られかた

一般的な流れ般的な流れ

承認
各部署で起案

教員で起案

会議で協議
承認
公開

※各部署、教員の方々とのつながりがないため(横の
つながり)現場とのズレが生じやすい状態であるつながり)現場とのズレが生じやすい状態である。
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テーマ１：責任ある情報を公表するための職員の役割(4)

公表する情報の作り方公表する情報の作り方

外側への情報発信外側 の情報発信

教員側 結論

①内容がつめこみ
すぎてわからない

①教員発信の
情報(偏り)すぎてわからない

職員側

情報(偏り)
教職共働

②広告重視で内容 ②一部の部門
が作成
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薄い が作成



テーマ１：責任ある情報を公表するための職員の役割(5)

責任ある情報を公表するための責任ある情報を公表するための
職員の役割についてのまとめ職員の役割についてのまとめ職員の役割についてのまとめ職員の役割についてのまとめ

職員からの積極的な働きかけ職員からの積極的な働きかけ

それによる情報の保証
情報を保証

授業科目とその後の進路

⇒ストーリー性 モデル例

情報を保証

授業内容の公開（模擬授業

⇒ストーリー性、モデル例

情報公開授業内容の公開（模擬授業
のムービーアップ等）

情報公開
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テーマ２

学士課程教育の質的転換を図る学士課程教育の質的転換を図る
ための職員の役割ための職員の役割
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テーマ２：学士課程教育の質的転換を図るための職員の役割(1)

教育の質的転換の必要性教育の質的転換の必要性

• 社会が求めている（外部要因）

答えのない問題を発見・解決できる学生

• 学生の勉強意欲の向上(内部要因)
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テーマ２：学士課程教育の質的転換を図るための職員の役割(2)

教育の質的転換のための準備教育の質的転換のための準備

• 教育課程の体系化

• 組織的な教育の実施組織的な教育の実施

授業計画(シラバス)の充実• 授業計画(シラバス)の充実

• 教学マネジメントの改善
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テーマ２：学士課程教育の質的転換を図るための職員の役割(3)

教育の質的転換における教育の質的転換におけるICTICTの活用の活用

事前・事後学習の充実化

⇒ l i を活用⇒e‐learningを活用

職員による 授業を介して事前、
学生カルテ作成事前学習の

ガイダンス導入

授業を介 事前、
事後学習と調査を行

う

学生カルテ作成

PDCA

学生の学習到達度
の把握

学生カルテを元に教
員が教材を策定する
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テーマ２：学士課程教育の質的転換を図るための職員の役割(4)

教育の質的転換に職員の果たす役割教育の質的転換に職員の果たす役割

職員の役割＝教員と学生のコミュニケーションの促進

教材策定に関与１．教材策定に関与

２．事前、事後の授業が必要な学生の選定

（低意欲者へのフォロー）

⇒学生カルテ⇒学生カルテ
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テーマ２：学士課程教育の質的転換を図るための職員の役割(5)

学士課程教育の質的転換を図るための学士課程教育の質的転換を図るための
職員の役割についてのまとめ職員の役割についてのまとめ職員の役割についてのまとめ職員の役割についてのまとめ

職員の授業への参画職員の授業への参画

Ｐ：Ｐｌａｎ
学

Ｄ：Ｄｏ
授業を介し、学生への

学習調査を行う。

Ｄ：Ｄｏ
学生カルテの作成

Ａ Ａ ｔｉ

PDCA

Ａ：Ａｃｔｉｏｎ
学生カルテを元に
教員が策定する。

C:Check
学生学習度の
到達の把握
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到達の把握

テーマ３
職員の役割

まとめまとめ

発表：BlackC3(ブラックシースリー)発表：BlackC3(ブラックシ スリ )

現状現状

理想 現実

華やかなキャッチコピー 大学側が本当に届けたい華やかなキャッチコピー

の様な学生生活を期待
大学側が本当に届けたい

情報が届けられていない。

しかし、本来期待していた

が 中身が少なく薄い
そのため、ＰＲ等に対して

価値が薄が、中身が少なく薄い。 価値が薄い。

新しい価値

(価値ある情報)(価値ある情報)

求められるものは？求められるものは？

学生 た 情報を 表 視• 学生のための情報を公表(可視化)

• 公表した情報を保証(授業の質の向上)

例：事前、事後学習の導入

職員が参画職員が参画

低単位、学習意欲者に対して学習支援等を行う

教職共同を行う！！教職共同を行う！！

実行可能なプロセス実行可能なプロセス

ＰＤＣＡを用いた、職員の授業への参画ＰＤＣＡを用いた、職員の授業 の参画

Ｐ：Ｐｌａｎ
Ｄ Ｄ

授業を介し、学生への
学習調査を行う。

Ｄ：Ｄｏ
成績表(教員がメイン)

学生カルテ❤

PDCA

Ａ：Ａｃｔｉｏｎ C:Check

PDCA

Ａ：Ａｃｔｉｏｎ
学生カルテを元に
教員が策定する。

C:Check
学生学習度の
到達の把握

17

教員が策定する。 到達の把握
学生カルテを基に

教職員が共同で教材策定
教職協働

まとめまとめ

ボ が きる• ボクらができること

• 職員から主体的に教員に働きかけることで職員から主体的に教員に働きかけることで

新しい価値を創造し、学生のためとなる情報
を発信することができるを発信することができる。

・それを効率的に行うためのツールとしてそれを効率的に行うためのツ ルとして

ICT（ex.学生カルテ、e‐learning）を活用する。


